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【目的】 TAKlbindingprotein2(TAB2)中のNZF(Np14zincfinger)領域は亜鉛と

結合して特定の立体構造を形成する｡この NZF領域は Lys63型ポリユビキチン
鎖と特異的に結合することが報告されている｡本研究では NZF領域由来のペプチ

ドを合成し､カラムスイッチ HPLC法を用いて亜鉛イオンとの結合性を検討した｡
【方法】 ペプチ ドは自動ペプチ ド合成機を用いて トmoc法により合成した｡逆

相 HPLCにより精製した後､目的の分子量を質量分析により確認した｡個々のペ
プチ ドの亜鉛結合性は､第一カラムに金属キレー トカラムを､第二カラムに C18

カラムを用いたカラムスイッチ HPLC法により検討した｡
【結果 ･考察】 NZF領域の野生型 NZFペプチ ド PZF-F)､NZF-Fの C一端側

PZF-C)､N-端側 PZF-N)､Lys63型ポリユビキチン鎖との結合領域由来の野生型
ペプチ ド4種と､それらの変異型 15種の計 19種類について検討を行った｡野

生型のペプチ ドは全て弱い ながら亜鉛結合性を示した｡亜鉛結合性の高いペプチ

ドはNZF-F中の 4個のシステインをアラニンに置換した NZF-FM3と C一端側の

2個のシステインをアラニンに置換した NZF-FM2であった｡その他の変異型ペ

プチドはほぼ結合しなかった｡これらの結果より､NZF領域が zincfinger構造を
形成するためには 4個のシステインが必要と考えられる｡ また､NZトFM3と

NZF-FM2で亜鉛との結合性が野生形の NZF-Fより高いことより､zincfinger構
造は形成できないが､分子中の 2個のヒスチジンに亜鉛が結合し易い立体構造と

なっていると考えられる｡現在､cD スペクトルの解析を行っている｡


